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おしらせ  

春爛漫 花より学び 

千野直一 

報告 2015年度より、浅井 憲義 先生（北里大学名誉教

授、OT, Ph.D ）を、当センター顧問にお迎えしております。 

第15回基礎編209名 第6回応用編63名  

第16回基礎編212名 第7回応用編66名 
次回は平成28年7月開催（予定）  

お早目に申し込み下さい。 

研究開発センター定例勉強会 

第34回 永生会研究開発センター 定例勉強会 2015年10月15日 

SEKAI NO REHABILITATION 国際学会を通じてみた世界のリハビリテーション事情 

～ロボティクスの理想と現実など～  報告：千野・石濱  参加約30名 

国際学会 
The 4th Asian Congress of Medical Care Facilities. Oct.15-16, 2015, Changwon, Korea  (アジア慢性期医療学会) 
日本の高齢者医療、介護制度（安藤）、寝たきりにさせない栄養管理（野本）、車いすシーティングにおける褥瘡対応（岩谷） 

The 9th World Congress of International Society of Physical and Rehabilitation Medicine. June 19-23, 2015, Berlin,  

Long-Term Effect of the Needs-Centered Seating Approach on the ADL H. Ishihama, S. Iwaya, T. Ando, N. Chino, J 

Rehabil Med. 2015,47(54):427. 

英論文 
(メイヨ―・クリニック・早稲田大学と永生会との共同論文) 
N Chino, Y Muraoka, H Ishihama, M. Ide, R. Ushijima, J. R. Basford, 2015, Measurement of Ankle Plantar Flexor Spas-

ticity Following Stroke ―Assessment of a New Quantitative Tool―, J Rehabil Med. 2015; 47(8): 753–755.  

（杏林大学保健学部・博士学位取得 2016.3 おめでとうございます） 

Miyake, Eiji, et al. "A Prospective Epidemiological Study of Injuries in Japanese National Tournament-Level Badminton 

Players From Junior High School to University." Asian Journal of Sports Medicine (In press 2016).  

第52回 日本リハビリテーション医学会 （2015年５月２８日-30日 新潟） 
ランチョンセミナー 痙縮の客観的評価法- E-SAM (Electric-Spastic Ankle Measure)について- (千野） 

第50回 日本理学療法学術大会 （6月5日-7日 東京） 
通所リハ利用者のLSAとその関連因子について 要支援・要介護脳卒中者の分析（荒尾）、リハビリスタッフ

における接遇能力向上のための取り組み 接遇課題に対する回答形式の導入（豊田） 

第4９回 日本作業療法学会 （6月19～21日 神戸）  

ピアサポートによる回復期病棟退院後の外出頻度の向上（中里）、外来理学療法と職場間との連携（清水）

急性期にてCOPMを使用し介入した1例（佐藤）、浅井顧問発表 

第16回 日本言語聴覚学会 （6月26-27日 仙台） 

頸椎前方固定術後の摂食嚥下障害例（白波瀬）、失語症利用者の社会的役割獲得を目指す通所リハ（邨松） 

第16回 日本褥瘡学会 （8月28-29日 仙台） 

急性期病院からの持ち込み褥瘡に対する回復期リハの離床促進一事例─ （中里） 

第21回 日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会  （9月11-12日 京都） 

遷延性意識障害を呈する患者への言語聴覚士の摂食嚥下リハビリテーション介入実態の検討（石山） 

第23回 日本慢性期医療学会（9月10-11日 名古屋） 

11題発表 （山下、安藤輝、関（診療部）、安藝、野田頭、他（看護部）、山村、柳川（リハ部）など） 座

長4名 シンポジウム「介護職員キャリアパスモデルの運用状況について 」（安藤） 

第57回 全日本病院学会（9月12－13日 札幌） 

16題発表 （関、宮野、山下（診療部）、倉田、小川、林、近藤（リハ部）など） 

リハビリテーション・ケア合同研究大会2015 （10月1－3日 神戸） 

地域リハ支援センターと八王子市との協働ケアマネ研修（井出）、コミュニケーション訓練へのCOPM活用例

（石山）、小児外来言語聴覚療法（江村）、急性期院内デイの効果（佐藤）（豊田、石澤発表 全7題）。  

第31回 日本義肢装具学会 （10月18-19日 岡山） 
高位頸髄損傷患者に対するiPad使用を中心とした頭頚部コントロール装具作成の取組（金森）、片麻痺者の

手指機能改善に電気刺激装置と腕保持用装具を併したOT訓練の紹介（浅井） 

第26回 日本臨床スポーツ医学会学術集会 （10月７-８日 神戸） 
バドミントン競技における練習状況と疼痛に関する調査（三宅） 

第91回 多摩医学会 （1１月7日  東京・立川） 

医療と介護の双方向連携に関する多摩地域調査結果と全国調査値との比較検討（石濱） 

第29回 リハビリテーション工学カンファレンス （1１月１３-１５日  沖縄） 

足関節背屈時に生じる生体と非生体の応答特性（石濱)、歩行車の高さと可動性が起立動作に及ぼす影響（星本） 

第10回 日本リハビリテーション医学会専門医会学術集会 （11月28-29日  東京） 
シンポジウム「リハ医の真価 -Subspecialtyの構築」（千野） 

第39回 日本高次脳機能障害学会 （12月10-11日 仙台） 
左側頭葉に優位に委縮を認めた症例の漢字単語音読の経過について（原田） 

第2回 日本支援工学理学療法学会 （12月12日 東京） 

教育講演 「支援の基盤としての計測・評価～在宅・地域支援から治療的介入まで～」（石濱） 

第3回 日本慢性期リハビリテーション学会（2016年2月27－28日 神戸） 

12題発表 座長6名 シンポジウム「慢性期リハに必要な食支援のための予防とは」(野本）  

第2回症例賞（星本諭）「要介護高齢者における訪問リハビリテーションの長期間利用に関する要因の検討」 

第11回 東京都病院学会（2016年2月28日 東京） 

25題発表 座長2名  シンポジウム「2025年の医療改革に向けて」(安藤） 

大高恵莉他. 日本語版 Mini-Balance Evaluation Systems Test (Mini-BESTest) の妥当性の検討. .リハ医学. 2014; 51

(10):673-681. （日本リハビリテーション医学会優秀論文賞） 

野本達哉. 脳卒中の栄養管理と摂食嚥下リハビリテーション. 人間栄養. 2015; 7(5): 30-37.  

益子邦洋. 救急車有料化よりも病院救急車. 救急医学. 2015; 39(7): 769-771. 

益子邦洋,朽方規喜, 松本尚. 外傷外科の治療概念. 手術. 2015; 69(6): 791-798. 

益子邦洋,朽方規喜,畑山年之. Acute care surgery とは. 臨床雑誌 外科. 2015; 77(11): 1211-1216. 

千野直一. 神経再生リハビリテーション医療と神経筋病理学. リハ医学. 2015; 52(12): 760-768. 

岩谷清一. 品質マネジメントシステムを活用したシーティング・クリニックの取り組み.臨床作業療法.2016;12(6):519-524. 

看護師とコメディカルのためのFIM講習会 
基礎編・応用編  (平成27年7月19日／12月１３日  

杏林大学・NPO法人東京多摩リハビリ・ネット共催）  

研究開発センター関連の書籍紹介                    

FIMの定番（千野他著）  認知症をわかりやすく（瀬川浩著） 


